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昭和54年度・10月30日,31日,■月6日   指導者―小池敏子








即興表現は1回目と2回目は1人づつ行なわせ, 8 1unフィルムに収録した(24コマ/seC)が, 3回


















学習者は, 4年生 (3名), 5年生 (2名), 6年生 (3名うち男子2名)の計8名である。
短時間ではあったが児童には「ダンスがおもしろい」との感想を持たすことができたようである亀
表1 54年度の学習目標と学習内容




















































































































































































































































































































































1  回 目 2   回  目
(とらえられる段階)




表現時間 短かい 短かい 長 い





































回目よう明確な)持続,流れをみることができる。   ′
1回目では,リズムの特性は見られず,
アクセントを, 3回目ではさらに (2
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 23巻













1 佐分利育代 即興表現にみられるダンスの技能 鳥取大学教育学部研究報告 教育科学
和54年
2 佐分利育代 ダンスにおける技術と学習内容に関する一考察 鳥取大学教育学部研究報告
巻第2号 昭和53年
MN.ドウブラー 舞踊学原論 松本訳 大修館書店 1974年
SKランガー 感情と形式 大久保他訳 太陽社 昭和50年
L.クラーゲス リズムの本質 杉浦訳 みすず書房 1971
徳丸吉彦 親と子の音楽再入門 国土社 1979年
野村良雄 改訂音楽美学 音楽之友社 昭和46年












松本千代栄 ダンス (表現)学習指導全書 大修館書店 1980年
第21巻第 2号 昭
教育科学 第20
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(昭和56年5月15日受理)

